
●
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

　

積
立
方
式
な
の
で
、
加
入
者
・
受
給
者

の
数
に
影
響
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
自
由
に
設
定
・
変
更
で
き
る
保
険
料

　

保
険
料
は
経
営
状
況
や
老
後
の
生

活
設
計
に
よ
り
、
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
０
０
０
円
ま
で
自
由
に
選
択
で

き
、
変
更
も
で
き
ま
す
。

●
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
終
身
年
金

　

年
金
は
生
涯
受
給
で
き
ま
す
。
仮
に
受

給
者
が
80
歳
前
に
死
亡
し
た
場
合
、
80
歳

ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
だ
っ
た
額
が
、
死

亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
払
わ
れ
ま

す
。

●
大
き
な
節
税
効
果

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
国
か
ら
助
成

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に
は
、
保
険

料
２
万
円
の
う
ち
最
大
１
万
円
が
国
か
ら

助
成
さ
れ
ま
す
。

農
地
改
良
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

●
農
地
改
良
と
は
？

　

所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
の
意
思
に
よ

り
、
耕
作
に
適
す
る
土
で
農
地
を
埋
め

立
て
、
盛
り
土
を
し
た
り
、
土
壌
を
掘

削（
原
則
と
し
て
地
表
か
ら
60
㎝
以
内
）し

て
、
た
い
肥
な
ど
を
投
入
し
た
り
す
る
こ

と
で
す
。（
た
い
肥
の
施
用
に
つ
い
て
は

基
準
を
守
り
、
土
壌
診
断
結
果
と
資
材
の

特
性
に
応
じ
て
施
用
量
・
施
肥
量
を
調
整

し
て
く
だ
さ
い
。
過
剰
施
用
は
避
け
ま
し

ょ
う
。）

●
農
地
改
良
に
使
用
で
き
る
土
等
と
は
？

　

山
土
等
耕
作
に
適
す
る
土（
農
産
物
の

栽
培
に
適
す
る
土
）や
、
環
境
汚
染
が
無

く
、
作
物
の
生
育
を
助
長
す
る
た
い
肥
な

ど
。

●
手
続
き

　

農
地
改
良
工
事
に
か
か
る
前
に
、
必
ず

「
農
地
改
良
届
」（
工
事
期
間
は
３
か
月
以

内
）と「
農
地
等
整
備
工
事
に
関
す
る
誓
約

書
等
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。「
農
地
改

良
届
」
は
農
業
委
員
会
へ
、「
農
地
等
整

備
工
事
に
関
す
る
誓
約
書
等
」は
土
地
改

良
区
へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
農
地
改
良
届
」提
出
の
際
に

は
、
土
地
改
良
区
、
地
元
農
業
委
員
も
し

く
は
利
用
集
積
促
進
員
の
確
認
印
が
必
要

で
す
。

●「
農
地
改
良
届
」な
ど
の
用
紙

　

用
紙
は
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
農
業
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

農
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

　
　

〜
遊
休
農
地
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
〜

　

市
内
各
地
に
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
の

遊
休
農
地
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
田
原
市

内
で
の
遊
休
農
地
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
毎
年
「
遊
休
農
地
実
態
調
査
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

　

い
っ
た
ん
遊
休
化
し
た
農
地
を
再
度
耕

作
可
能
に
復
元
す
る
た
め
に
は
、
多
大
な

費
用
と
労
力
を
要
し
ま
す
。
作
物
を
栽
培

し
な
い
場
合
は
管
理
耕
作
を
す
る
な
ど
、

農
地
の
適
正
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
も
重
点
解
消
地
区
を
定
め
、
農

政
課
、
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
、
土
地
改
良

区
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。

◉
耕
起
月
間
に
ご
協
力
を

　

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
発
生
防

止
の
た
め
、
田
植
え
前
の
４
月
、
病
害
虫

発
生
前
の
７
月
、
雑
草
の
種
が
飛
散
す
る

10
月
を「
耕
起
月
間
」と
定
め
、
特
に
こ
の

時
期
に
お
け
る
農
地
の
適
正
管
理
の
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

特
定
法
人
貸
し
付
け
事
業

　

田
原
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
株
式
会
社
な

ど
の
企
業
が
農
地
を
取
得
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
地
域
活
性

化
と
農
地
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
借

地
方
式
に
よ
る
農
地
の
権
利
取
得
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

《
企
業
参
入
の
要
件
》

・
企
業
の
構
成
員
に
常
時
農
業
に
従
事
す

る
人
が
１
名
以
上
い
る
こ
と

・
借
り
ら
れ
る
農
地
は
、
耕
作
放
棄
地
ま

た
は
耕
作
放
棄
地
に
な
り
そ
う
な
農
地

・
田
原
市
と
参
入
区
域
の
確
認
が
必
要

・
事
業
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
を
確
保

す
る
た
め
、
田
原
市
と
の
協
定
締
結
が

必
要

・
農
業
を
行
う
農
地
に
つ
い
て
、
農
業
委

員
会
の
許
可
等
権
利
設
定
が
必
要

年度
地域

H16 H17 H18

田　原 181 165 134

赤羽根 89 78 76

渥　美 ― 274 263

合　計 ― 517 473

●遊休農地実態調査結果（単位：ｈ
ヘクタール

ａ）

農業委員会事務局

事務室移転のおしらせ事務室移転のおしらせ

　旧庁舎（現北
庁舎）１階の東
側にありました
事務室が、同じく北庁舎の２階
西側に移転しました。お越しの
際にはご注意ください。　
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